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飴舐め行動を応用した 

認知症高齢者の摂食嚥下訓練法の開発 
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超高齢社会を迎えた今日，認知症高齢者は 2012年の 462万人から 2025年には 700万人へ

と爆発的に増加することが推計されている。これまでに，施設入所中の重度認知症高齢者の

85.8%に摂食嚥下障害を認めること，認知症高齢者が摂食嚥下障害を合併すると食事量の減少か

ら低栄養を引き起こして脂肪量や骨格筋量が低下することが報告されており，摂食嚥下障害は多

くの認知症患者の生命予後に大きく影響する問題となっている。 

 摂食嚥下障害への対応には，食事形態や食事環境の調整や指導と，間接的ならびに直接的な摂

食嚥下訓練がある。このうち摂食嚥下訓練は廃用性の機能低下を防止する点でも重要であるが，

本人の指示理解が必要であり，認知機能が低下している場合には実施が困難である。そのため，

認知症高齢者に対しても実施可能な摂食嚥下訓練法の開発が急務と考えられる。 

一方，認知症高齢者の口腔機能を定量化する方法としては，棒付き飴を舐める際の 1分あた

りの飴の重量変化を測定する舐
し

摂
せつ

機能検査（CST）が開発されている。CSTは従来の口腔機能

検査と比較して高い確率で実行可能であったことから，この飴を舐める行動を繰り返し実施させ

ることで摂食嚥下機能の維持，改善につながる訓練となる可能性が考えられる。本研究の目的は，

認知症高齢者を対象とする棒付き飴を舐める行動を応用した摂食嚥下訓練法（飴舐め訓練）を開

発し，その有用性を明らかにすることにある。 

 研究 1では，高齢者介護施設入所中の認知症高齢者 65名（Mini-Mental State Examination 

20点未満，男性 18名、女性 47名、平均年齢：87.0 ± 5.7歳）を対象とし，飴舐め訓練なら

び従来の摂食嚥下訓練の実施の可否を調査した。飴舐め訓練は，試作棒付き飴を 10分間舐め続

けることが出来れば実行可能とした。従来の摂食嚥下訓練には，前舌保持嚥下訓練，頭部挙上訓

練，舌抵抗訓練，ブローイング訓練ならびに開口訓練を選択した。両者の実行率の比較には，

Fisherの直接確率検定を用いた。その結果，飴舐め訓練の実行率（92.3％）は他の訓練法と比

較して有意に高く（4.6－56.9％，P < 0.05），指示理解の困難な認知症高齢者に対しても実行で

きる可能性が高いことが明らかとなった。 

 研究 2では，研究 1の対象者のうち，飴舐め訓練時に嚥下音収音用の咽頭マイク（VoiceTouch 

®，南豆無線電機社，東京）を頸部に装着可能であった 15名（男性 3名，女性 12名，平均年齢：

87.4 ± 6.7歳）を対象として，飴舐め訓練時の嚥下回数を検討した。測定項目は，安静時およ

び飴舐め訓練時の嚥下回数とし，測定時間はそれぞれ 10分間とした。嚥下回数は，Tanakaら

の方法に従い収音した嚥下音とビデオ画像を音声分析ソフト（Acoustic Core 8 ®，アルカディ

ア，大阪）を用い分析し算出した。安静時と飴舐め訓練時の嚥下回数の比較には，Wilcoxon の

符号付順位和検定を用いた。その結果，安静時（1.3 ± 1.1回）と比較して飴舐め訓練時（15.5 

± 9.1回）の嚥下回数は有意に多くなり（P < 0.01），飴舐め訓練により指示理解の困難な認知

症高齢者に対して嚥下運動を促すことが可能であり，廃用予防に向けた摂食嚥下訓練に有用とな

る可能性が示唆された。 

 研究 3では，高齢者介護施設入所中の認知症高齢者 44名（男性 7名，女性 37名，平均年齢：

87.8 ± 7.2歳）を対象として，飴舐め訓練の長期的な効果を検討した。飴舐め訓練を 1日 10

分，週に 3回実行し，6ヶ月間継続した。訓練前後の測定項目は，Body Mass Index（BMI），



要介護度，Barthel index，安静時および飴舐め訓練時嚥下回数，CST値，Mini Nutritional 

Assessment®-Short Form（MNA®-SF）とした。訓練前後の比較には Mann-Whitney U 検定

を用い，要介護度ごとの比較には Wilcoxonの符号付順位和検定ならびに Fisher の直接確率検

定を用いた。その結果，44名中 28名（64.6％）が 6ヶ月の訓練を完遂し，16名が途中脱落し

た。脱落理由は，全身状態の悪化，死亡および施設退所などの有害事象によるものが 15名，訓

練の拒否が 1名であったが，誤嚥性肺炎は認めなかった。BMIならびに Barthel index は，訓

練前後で変化を認めなかった。嚥下回数は安静時には変化を認めなかったものの，飴舐め訓練時

では有意に増加しており（P < 0.05），訓練効果が認められた。また， ADLが著しく低下して

いる要介護 4および 5の者の一部においては，訓練による CST値や MNA®-SF の改善が認めら

れた。 

 以上の研究結果より，開発した飴舐め訓練は，指示理解が困難な認知症高齢者に対して安全に

継続して実行できる可能性を有し，新しい摂食嚥下訓練法としての有用性が示されたものと考え

る。 


